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私達みんなぶどうが大好きで一す／　　尾崎　南山ぶどう園
台風も去り秋晴れの白が続く、9月17日高山ぶどう園の招待で遠賀中央幼稚園・山びこ保育園の園児違約

3（同人は、ぶどう狩りをしてだのしい1日を過ごしました。

今年のぶどうは、7・8月の長雨で10日ほど若色が遅れ うですが、甘みはさすがぶどうの王様巨峰！／昧

うれしそうでした。

人のうこきは犠誓書）ミ　　　　＊10月の税金＊
i

人　　口　　　14．232人（＋127）i

婁∴∴諾㍊霊霊‖　　　町県民税　3期分
護持票1。33・9富戸圭∵信　　　納期限10月25日まで
出　雪霊は莞‡］当　納期内　納付で　明るい町つく。

人　ひ　と　り　…　世　帯　一　つ　が　国　の　基　礎
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運動の重点

③　安全運転の確保、矧こ無謀運転の防止

④　歩行者、矧こ老人と子蝶の交通事故防止

④　自懸軍及び原動機付自転車の安全利用の促進

＼安全運鼠ゆっく

遠賀郡内事故発生状況

（S55．1－S55．6）

明日　のため　今日の日　本を　知る調査

瓢
の
登
園
窮
通
謀
響
運
動
　
　
～
日

榎
の
肘
「
れ
に
ご
用
心
　
器

～
　
過
労
運
転
遠
隔
一
業
穣
患
滋
　
9

ド
　
ラ
　
イ
　
バ
　
ー
に
　
と
　
っ
　
て

過

労

は

病

気

も

同

じ

夏
の
疲
れ
の
出
る
秋
口
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
も
、
要
注

意
で
す
。

こ
と
し
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
増
加
ぎ
み
。
六
月
末
現

在
で
、
四
千
五
十
九
人
と
、
昨
年
同
期
に
比
べ
亘
－
一
±
－
一
人
（
三

四
％
）
も
増
え
て
い
ま
す
。

例
年
、
過
労
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
、
わ
き
見
運
転
、
酒
酔
い
運
転
に
次
い
で
第
四
位
を
占
め
て
い

ます。秋
は
ま
た
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ド
ラ
イ
ブ
を
す

る
機
会
も
多
く
、
と
く
に
大
黒
柱
の
ご
主
人
は
夏
の
疲
れ
を
お
し

て
、
行
楽
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
兼
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
大
海
縄
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

過
労
運
転
に
よ
る
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご

用
、
空

病
気
で
前
熟
の
人
が
自
動
車
を
運
転

し
た
ら
　
－
　
考
え
た
だ
け
で
も
ゾ
ッ
と

し
ま
す
。

過
労
は
、
熟
や
セ
キ
こ
そ
出
ま
せ
ん

が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
病
気

そ
の
も
の
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

熱
が
で
る
と
、
思
考
力
や
判
断
力
が

急
速
に
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
過
労

も
同
じ
で
、
思
考
力
、
判
断
力
が
に
ぶ

り
、
と
っ
さ
の
こ
と
に
対
応
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
過
労
運
転
は
、
恐
ろ
し
い

交
通
密
教
と
背
中
合
わ
せ
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
疲
労
に
は
大
き
く
分
け
て

肉
体
疲
労
と
鮨
神
疲
労
と
が
あ
り
ま
す

肉
体
疲
労
は
、
身
体
を
激
し
く
動
か

し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
時
な
ど
の

疲
労
で
、
体
を
休
め
ろ
こ
と
で
と
れ
ま

す。
稿
神
的
な
疲
労
は
、
心
の
わ
だ
か
ま

り
、
心
配
ご
と
な
ど
が
原
因
で
、
体
を

休
め
る
だ
け
で
は
な
か
な
か
疲
れ
は
と

れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
二
種
類
の
疲
労
が
複
雑

に
重
な
り
合
っ
て
、
過
労
と
な
る
の
で

す。
昭
和
5
4
年
中
に
起
き
た
過
労
運
転
に

よ
る
交
通
部
故
は
4
3
2
3
件
で
、
そ

の
直
接
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
居
限
り
。

つ
ま
り
過
労
か
ら
つ
い
ウ
ト
ウ
ト
し
て

重
大
な
事
故
を
ひ
き
起
こ
す
と
い
う
わ

け
で
す
。

と
く
に
夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け

て
は
、
援
れ
が
出
て
体
調
を
く
ず
し
や

す
い
時
期
で
す
。
自
動
車
を
逆
転
す
る

人
は
、
つ
ぎ
の
点
に
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
え
ノ
o

▽
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
話
す
ろ

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
諸
用
す
る

▽
2
時
間
に
一
皮
は
、
休
憩
す
る

▽
ド
ラ
イ
ブ
の
前
夜
は
、
体
調
を
整
え

る

行
政
富
士
試
験

▽
試
験
日
時
　
1
0
月
3
1
日
（
金
）
　
1
3
時

～
1
6
時

▽
場
　
　
所
　
水
城
学
園
　
編
関
前
中

央
区
技
浜
1
丁
目
3
番

l
‥
つ

▽
試
験
内
容
　
法
令
、
一
般
営
裁
、
作

文

▽
受
　
　
付
　
1
0
月
1
日
－
1
4
日

▽
申
込
み
及
び
問
い
合
せ
先

福
岡
県
地
方
課
∴
鮎
話
0
9
2
　
（
1

5
1
）
　
1
7
1
6
番
に
ど
う
ぞ
。

成
人
職
業
訓
練
生
募
集

八
幡
総
会
前
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

働
い
て
い
ろ
万
々
の
「
知
識
・
技
能
の

向
上
」
の
た
め
「
技
能
検
定
等
各
謹
賀

格
取
得
」
の
た
め
に
次
の
識
蛙
を
開
い

て
い
ま
す
。

▽
講
習
料
　
溶
接
科
・
板
金
科
・
機

械
科
・
仕
上
げ
科
・
衛

気
工
専
科
・
鋳
造
科
・

製
缶
科
・
配
簡
科

▽
訓
練
時
間
　
土
職
・
日
曜
・
平
日
波

間

▽
受
講
料
　
千
円
～
五
千
円

∇
問
い
合
せ
、
申
し
込
み
用
紙
請
求
先

八
幡
西
区
穴
雄
三
の
古
の
一
八
幡

総
合
補
等
職
業
訓
練
校
　
請
託
0
9
3

（
6
4
1
）
　
6
9
0
9
蒲
に
ど
う
ぞ
。
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「
自
分
の
年
金
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
」

「
近
く
の
道
路
が
こ
わ
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
の
に
I
I
I
」

あ
な
た
は
、
毎
日
の
謹
ら
し
の
中
で

こ
ん
な
疑
問
や
要
望
想
見
、
苦
情
を
抱

か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

こ
の
よ
う
な
俳
風
の
み
な
さ
ん
の
声

を
一
つ
一
つ
聞
き
、
問
題
を
解
決
し
た

り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る

の
か
「
行
政
相
談
」
で
す
。
「
行
政
」

を
ひ
と
言
で
説
明
し
ま
す
と
、
「
国
や

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
住
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
」
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

行
政
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活

と
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
密
接
に
か
か
わ

っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
複
雑
・
多
様

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
行
政

に
求
め
る
期
待
も
多
方
面
に
わ
た
り
、

苦
情
等
の
件
数
は
年
々
増
え
て
き
て
い

る
の
か
実
情
で
、
そ
の
内
容
も
各
種
年

金
の
照
会
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
施
策

に
対
す
る
疑
問
や
交
通
問
題
に
つ
い
て

の
要
望
、
意
見
、
税
金
に
対
す
る
苦
情

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
わ
た
っ
て
い

ます。こ
う
し
た
苦
情
や
要
望
、
愚
見
に
こ

た
え
、
同
時
に
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ

る
「
行
政
相
談
」
は
、
明
日
の
明
る
い

社
会
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
。
第
一
歩

〟
　
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
華
も
1
0
月
1
2
日
か
ら
「
行
政
相
談

週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
日
ご
ろ
か
ら
、
自

宅
で
相
談
に
応
じ
た
り
、
定
期
的
に
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
と
く
に

こ
の
期
胸
中
は
合
同
行
政
相
談
所
を
閃

く
な
ど
相
談
活
動
を
よ
り
活
発
に
行
い

ます。相
談
は
、
密
接
口
頭
で
な
き
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
が
、
手
紙
や
寵
詣
で

で
も
結
樵
で
す
。

相
談
さ
れ
る
万
の
お
名
前
や
相
談
内

容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

遠
賀
町
に
お
い
て
は
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
、
御
利
用
下
さ
い
。

▽
日
時
∴
同
和
5
5
年
1
0
月
1
3
日
（
月
）

1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
遠
質
町
旧
公
民
館

▽
行
政
相
談
委
員
　
石
橋
多
七

。
住
所
　
遠
賀
町
大
字
広
渡
二
一
四
三

。
館
話
（
3
）
0
2
2
3

当
日
は
、
九
州
管
区
行
政
監
察
局
職

員
も
出
席
し
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
す
。
な
お
、
こ
の
日

に
は
、
心
配
ご
と
相
談
も
い
っ
し
ょ
に

行
わ
れ
ま
す
。

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
加
藤
雑
一
様

（
今
古
積
）
加
藤
良
子
様

故
小
四
ヌ
イ
様

（
木
守
）
小
関
膳
好
様

故
赤
星
　
稔
様

（
東
町
）
赤
星
周
一
様

戦
没
者
等
の
萎
、
並
び
に
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る

緯
別
給
付
金
請
求
に
つ
い
て

戦
没
者
等
の
要
並
び
に
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法

で
次
の
改
正
法
該
当
者
で
釆
請
求
の
方
は
昭
和
5
5
年
9
月
0
0
日
ま
で
に
稲
求

し
な
い
と
時
効
に
な
り
請
求
権
が
消
滅
し
ま
す
の
で
至
急
申
請
下
さ
い
。

一
、
戦
没
者
等
の
要
に
対
す
ろ
特
別
給

付
支
給
法
、
法
律
番
号
（
改
正
法
第

4
5
号
）
再
婚
勝
浦
期
限
の
延
長
（
昭
和

2
1
年
2
月
1
日
～
2
8
年
1
月
3
1
日
）

に
よ
り
昭
和
5
1
年
7
月
1
日
遺
族
年

金
、
遭
族
給
与
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
者
。

二
、
戦
没
者
の
父
母
等
に
係
る
特
洲
給

付
金
支
給
法

例
法
律
番
号
（
改
正
法
第
4
5
号
）

再
婚
解
消
父
母
に
係
る
改
氏
婚
解

消
期
限
の
延
長
（
鯛
和
2
1
年
2
月

1
日
～
2
8
年
1
月
3
1
日
）
に
よ
り

昭
和
5
1
年
7
月
1
日
遺
族
年
金
、

遁
族
給
与
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た者。

㈲
法
律
番
号
（
改
正
法
第
6
4
号
）

父
培
特
給
「
は
」
号
該
当
者
で
脚

和
5
2
年
1
0
月
1
日
遺
族
年
金
、
遁

族
給
与
金
を
受
給
し
て
お
り
、
同

氏
の
子
、
孫
が
い
な
い
者
（
法
的

血
族
は
除
く
）

災
害
に
よ
る
所
得
税
の

軽
減
免
除
等
に
つ
い
て

こ
の
た
び
の
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
や

家
財
な
ど
の
資
産
に
つ
い
て
、
板
書
を

受
け
ら
れ
た
万
は
、
納
税
額
の
軽
減
免

除
や
納
期
限
の
延
長
、
納
税
の
猶
予
が

で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
税
務
署
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

若
松
税
務
署

偶
語
0
9
3
（
7
6
1
）
　
2
5
3
6

1
0
月
1
0
日
は

「
町
民
体
育
祭
の
日
」

昨
年
の
町
民
体
育
祭
の
一
コ
マ
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明　る　い町　つ　く　る心で　国勢調査

秋
の
自
然
に

親
し
む
つ
と
い

こ
の
燈
し
は
、
十
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
自
然
へ
の
感
謝
の
啓
緒
と
親
と

子
の
楽
し
い
野
外
料
朗
を
体
験
す
る
も

の
で
す
。

▽
主
　
催
　
福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家

▽
期
　
日
　
5
5
年
1
0
月
1
8
日
（
七
）
－

1
9
日
（
日
）
1
泊
2
日

▽
会
∴
揚
　
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の

家」

宗
像
郡
玄
海
町
和
漢
〒
8
1
1
－
3
5

餓

諾

0

9

4

0

5

（

2

）

2

5

1

1

▽
対
象
及
び
人
員
　
小
・
中
学
生
と
そ

の
説
及
び
祖
父
母
　
2
0
0
名

▽
参
加
経
費
　
親
子
と
も
1
人
当
り
千

八
百
円
（
食
費
3
食
、
シ
ー
ツ
代
等
）

▽
携
行
品
　
詳
記
用
具
、
洗
面
用
具
、

野
外
活
動
に
必
要
な
服
装
、
帽
子
、
健

康
保
険
証
、
級
手
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

▽
参
加
申
込
　
参
加
希
望
者
は
往
復
ハ

ガ
キ
に
て
住
所
、
氏
名
、
年
令
　
（
学

年
）
を
記
入
の
上
、
自
然
の
家
へ
。
受

付
は
1
カ
月
前
か
ら
、
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

弼
評
判
高
評
雷
吉
川
大
会
の
成
績

青

少

年

の

非

行

防

止

を

考

え

る

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
に
恵
ま
れ
た
9

月
1
4
日
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
各

小
・
中
学
の
グ
ラ
ン
ド
に
、
体
育
館

に
、
熱
戦
を
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
は
広
波
チ
ー
ム
、
バ
レ
ー
は
鬼

津
チ
ー
ム
が
昨
年
に
続
い
て
優
勝
し
ま

し
た
。
成
約
は
次
の
と
お
り
で
す
。

③
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
1
枇
　
広
　
漠
チ
ー
ム

第
2
位
　
今
古
賀
チ
ー
ム

第
3
位
　
別
　
窟
チ
ー
ム

第
3
位
　
東
　
町
チ
ー
ム

⑤
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
1
位
　
鬼
　
津
チ
ー
ム

第
2
位
　
広
　
渡
チ
ー
ム

第
3
位
　
東
和
苑
チ
ー
ム

第
3
位
∴
松
ノ
木
チ
ー
ム

第
2
回
遠
賀
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

新
入
学
児
童
の

健
康
診
断

（
俣
繊
者
の
方
へ
）

人
は
、
経
で
も
幸
せ
を
願
い
、
そ
う

あ
り
た
い
と
皆
が
種
で
努
力
し
あ
っ
て

い
る
の
か
倍
の
姿
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
年
を
め
ぐ
る
非

行
は
、
日
常
化
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
喫
煙
、
万
引
、
家
出
、
暴
行

、
家
庭
内
暴
行
、
不
純
異
性
交
遊
、
シ

ン
ナ
ー
遊
び
、
売
春
、
な
ど
多
様
化
し

て
き
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
背
景
に
は
、
い
く
つ
か
の
原
因
が

あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
。
こ
く

一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
点
を
次
に
掲
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。
第
一
、
身
体
的
な
発

達
と
痛
神
的
な
成
長
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

が
非
行
へ
直
進
さ
せ
て
い
ろ
こ
と
。
第

二
、
こ
れ
ま
で
の
封
建
的
家
族
制
度
が

崩
捜
し
た
あ
と
の
、
過
度
期
の
不
安
定

な
家
庭
に
育
っ
た
た
め
、
し
つ
け
、
体

験
、
飢
餓
の
不
足
が
、
子
ど
も
達
に
主

体
性
を
な
く
し
て
い
ろ
こ
と
。
第
三
、

思
春
期
の
通
り
道
に
さ
し
か
か
り
、
自

分
と
人
と
の
係
わ
り
の
中
で
必
要
以
上

に
梼
神
的
な
安
定
を
欠
き
、
不
満
か
ら

の
反
抗
と
、
苦
し
さ
か
ら
の
逃
避
か
ら

非
行
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
。
第
四

児
窮
、
生
徒
、
学
生
等
に
と
っ
て
、

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
む
き
の
学
力
に
腐
心

し
て
、
大
切
な
心
を
忘
れ
、
実
践
力
の

伴
な
わ
な
い
自
己
主
義
の
人
間
を
つ
く

り
、
人
間
関
係
の
軽
薄
か
ら
自
分
を
離

落
さ
せ
て
い
る
。
非
行
を
犯
し
、
人
に

迷
惑
を
か
け
る
行
為
は
、
に
く
む
I
C
し

て
も
、
そ
の
心
筒
は
あ
わ
れ
で
あ
り
、

む
し
ろ
近
代
社
会
に
お
け
る
、
教
育
、

家
庭
、
社
会
の
ひ
ず
み
の
犠
牲
者
と
も

い
え
ま
し
ょ
う
。
大
人
も
子
ど
も
も
、

共
に
考
え
を
新
た
に
し
て
、
非
行
少
年

の
立
ち
直
り
と
、
非
行
防
止
に
ど
う
対

処
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
真
剣
に

考
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
以
上

「
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
全
国
強
調

月
間
」
の
一
環
と
し
て
の
「
大
人
と
子

ど
も
が
目
で
見
て
考
え
る
非
行
防
止
パ

ネ
ル
展
」
よ
り
抜
粋
。

▽
重
∴
偶
∴
遠
賀
町
体
育
協
会

▽
後
　
援
∴
遠
雷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会

▽
日
　
時
　
1
0
月
1
2
日
（
日
）
　
9
時

▽
会
　
場
　
広
渡
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

∇
参
加
者
　
遠
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ

雨
天
の
場
合
延
期

小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
子
供
さ
ん
に

つ
い
て
は
、
入
学
前
健
康
診
断
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
次
の

と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
時
間

厳
守
の
う
え
受
診
し
て
下
さ
い
。

▽
期
　
日
　
昭
和
弱
年
1
0
月
1
4
円
（
火

▽
受
付
時
間
　
1
2
時
～
1
3
時

▽
場
　
所
　
遭
賀
町
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
　
昭
和
朗
年
4
月
入
学
予
定

児
童

▽
内
　
容
　
健
康
診
断
及
び
僻
単
な
知

能
テ
ス
ト

剣

道

部

員

募

集

遠
賀
町
少
年
剣
道
教
義
で
は
、
現
在

約
0
0
名
の
子
供
達
が
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
一
般
の
方
も
段
の
有
無
に
関
係

な
く
練
習
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
武
道
場

▽
練
習
日
　
月
曜
日
・
金
肥
日

（
小
5
年
以
上
）

水
眼
目
・
土
曜
日

（
小
4
年
以
下
）

▽
時
　
間
　
1
8
時
0
0
分
～
1
9
時
5
0
分

▽
会
　
費
　
1
カ
月
　
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
連
衡
町
教
育
委
員
会

▽
締
切
日
　
1
0
月
3
日
（
金
）

新
入
会
者
は
当
日
1
7
時
に

武
道
場
に
集
合
の
こ
と

※
段
倣
合
格
者

初
段
　
山
下
　
芳
（
今
古
賀
・
遠
中

3
年
）
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9月30日までに、調査票がお手もとに。

皆で協力、国勢調査。
10月1日の国勢調査を前に、いま町内を79人の調査員が、

皆さんのお宅に調査票の配布に回っています。30日までに

は、すべての万のお手もとに届くことになっています。諷

杏葉の記入事項は、氏名、性別、生まれた年月、就業状態

など全部で22項目です。調査票に記入していただいた内容

をほかにもらしたり、統計以外の目的に使うことは法律で

固く禁止されていますので、安心、して正しい記入をしてく

ださるようお願いします。お仕事などで、これから自宅を

留守にされる方は、お早めに、調査員にその旨をお伝えく

ださい。積極的なご協力をお願いします。

遠賀町役場　　庶務課庶務係

し　あわせの　明日　に　つながる　国勢韻査

あ
な
た
が
、
苦
労
し
て
育
て
た
森
林

は
、
火
災
、
風
水
害
、
雪
害
、
干
薯
等

の
災
薯
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す

森
林
国
営
保
険
は
、
損
害
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
の
掛
金
で
国
が

確
実
に
保
障
す
る
安
心
保
険
で
す
。

例
え
ば
、
林
令
1
年
生
の
す
ぎ
1
広

の
1
年
契
約
で
掛
金
が
、
二
千
一
一
十
五

円
、
万
一
災
害
の
場
合
、
全
損
で
四
十

五
万
円
の
保
険
金
を
お
支
払
い
し
ま

す。
あ
な
た
の
た
い
せ
つ
な
森
林
も
ぜ
ひ

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は

八
幡
農
林
訴
務
所
林
務
課
程
話
0
9
3

（
6
9
1
）
0
3
4
3
に
こ
連
絡
下
さ

い。

あ
な
た
の
森
林
も
森
林
国
営
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

官
公
署
に
対
す
る
書
類
提
出
手
続

の
代
行
業
諺
。

蕊
類
作
成
よ
り
、
官
公
署
が
祁
類

を
受
理
す
る
ま
で
の
行
為
を
依
頼
人

に
代
っ
て
行
う
こ
と
。

蕊
類
作
成
に
つ
い
て
の
相
談
業
務

番
類
作
成
に
つ
い
て
の
必
要
性
の

可
否
判
断
、
ま
た
は
、
手
続
に
必
要

な
条
件
・
添
付
番
類
等
の
説
明
や
葺

類
作
成
の
日
的
・
根
拠
・
要
領
等
に

つ
い
て
の
相
談
・
助
言
等
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
行
政
疎
士
が
扱

う
宵
公
署
に
提
出
す
る
各
請
託
可
免
許

等
の
由
蘭
は
、
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の

届
恋
類
に
つ
い
て
も
、
資
格
の
あ
る
行

政
諦
士
に
相
談
し
、
納
得
の
ゆ
く
荘
類

を
作
成
し
て
頂
き
手
続
等
に
誤
り
の
な

い
よ
う
充
分
注
患
下
さ
い
。

行
政
書
士
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

行
政
書
士
が
行
う
業
務
に
つ
い
て

町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
自
ら
作
成
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
官
公
署
に
提
出

さ
れ
る
沓
類
等
（
行
政
聾
士
が
作
成
す
る
こ
と
を
他
の
法
律
に
お
い
て
制
限

さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
）
は
、
「
行
政
疎
士
」
の
表
札
を
掲
示
し
て
業
務

を
行
っ
て
い
る
行
政
雷
土
に
、
特
赦
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

9
月
1
日
よ
り
行
政
電
士
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
沓
類
作
成
の
ほ
か
、
次
の

よ
う
な
こ
と
も
業
務
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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主な食品の食壇含有量（100g中）
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正確な数字で　う　ま　れる　あ　し　たの　ビ　ジ　ョ　ン

が
演
出
す
る
，
．

循
環
∴
∴
∴
霊

日
本
は
い
ま
や
世
界
で
も
指
折
り
の
長
寿
国
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
が
、

脳
卒
中
、
心
臓
疾
患
、
ガ
ン
な
ど
の
成
人
病
が
不
気
味
な
上
昇
カ
ー
ブ
を
描

き
な
が
ら
、
私
た
ち
の
健
康
を
む
し
ば
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
最
大
の
原
因
は

「
塩
分
の
と
り
過
ぎ
」
。
欧
米
人
の
一
一
倍
か
ら
地
方
に
よ
っ
て
は
三
億
も
の

丑
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

1
0
月
は
。
味
覚
の
秋
〟
。
ま
ず
は
塩
と
日
本
人
に
つ
い
て
の
お
話
を
　
－

い
っ
た
い
、
な
ぜ
塩
が
成
人
病
の
〝

犯
人
〟
に
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
ま
ず
食
塩
の
中
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
と
い
う
成
分
が
か
ら
だ
の
中
で
多

く
な
る
と
、
動
脈
の
末
梢
部
分
が
細
く

な
っ
て
、
血
液
を
通
す
の
に
強
い
圧
力

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
と
き
、
人
体
の
不
思
議
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
は
た
ら
い
て
、
血
液
循
環
を

円
滑
に
す
る
た
め
に
血
圧
が
高
く
な
り

ま
す
。
一
方
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
増
加
に

よ
っ
て
血
液
塾
が
増
え
、
そ
の
た
め
、

さ
ら
に
血
圧
を
押
し
上
げ
る
と
い
う
悪

循
環
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
の
で

す。
日
本
人
の
死
因
の
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン

で
あ
る
脳
卒
中
や
心
臓
疾
患
は
、
こ
う

し
て
牲
み
出
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

品
に
は
自
然
の
ま
ま
で

塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

塩
摂
取
量
は

米
人
の
二
倍

関
西
の
人
が
東
京
の
う
ど
ん
を
食
べ

る
と
「
な
ん
や
、
し
ょ
う
ゆ
の
中
に
う

ど
ん
が
つ
か
っ
て
い
ろ
」
と
驚
き
ま
す

こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
が
毎
日
平
均
ど

の
く
ら
い
の
食
塩
を
摂
取
し
て
い
る
か

は
、
地
方
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
家
庭
で

も
大
変
、
選
っ
て
き
ま
す
。

東
北
地
方
で
は
、
一
日
に
2
0
グ
ラ
ム

が
薄
遇
で
す
が
、
日
本
全
体
の
平
均
で

は
、
一
日
1
5
グ
ラ
ム
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
欧
米
人
の
摂
取
量
は
7
～
8
グ
ラ

ム
と
い
い
ま
す
か
ら
、
い
か
に
私
た
ち

日
本
人
が
。
好
塩
民
族
〟
で
あ
る
か
が

お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。

「
日
本
人
に
と
っ
て
食
物
と
は
米
で

あ
り
、
食
導
と
は
メ
シ
苦
塩
と
と
も
に

こ
こ
に
掲
げ
た
表
を
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
食
品
m
グ
ラ
ム
中
の
食
塩

含
有
量
を
示
し
た
も
の
で
す
が
、
ト
ッ

プ
は
梅
干
し
の
2
0
・
6
グ
ラ
ム
。
も
ち

ろ
ん
梅
干
し
一
個
の
重
さ
は
6
グ
ラ
ム

程
度
で
す
か
ら
、
一
個
に
つ
い
て
食
塩

量
は
1
・
2
4
グ
ラ
ム
と
い
う
と
こ
ろ
で

圏
す。

二
番
手
の
コ
プ
の
つ
く
だ
諒
は
1
3
・

3
グ
ラ
ム
で
す
が
、
大
さ
じ
一
杯
分
で

す
と
l
・
4
グ
ラ
ム
の
塩
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

大
づ
か
み
に
い
っ
て
、
食
品
に
は
味

付
け
す
る
緬
の
自
然
の
状
態
で
、
味
覚

に
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
す
で
に
塩

分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

そ
の
上
に
な
お
濃
い
味
付
け
を
す
る
と

〟
塩
分
過
多
〟
に
な
る
の
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

食
べ
る
こ
と
に
は
か
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
日
本
に
多
い
「
だ
し
」
類
や
み
そ

し
ょ
う
ゆ
は
、
塩
を
マ
イ
ル
ド
な
味
に

し
た
，
塩
の
味
つ
け
〟
で
す
し
、
塩
コ

ン
プ
、
塩
ざ
げ
、
つ
く
だ
煮
な
ど
も
、

要
す
る
に
塩
の
変
形
に
は
か
な
ら
な
い

」
と
東
洋
食
品
工
業
短
期
大
学
教
授
“

大
塚
滋
氏
は
「
食
の
文
化
史
」
で
謡
い

て
い
ま
す
。

塩
摂
取
量
の
理
想
は

日
七
グ
ラ
ム

7
　
●
　
〃
⊥

6
　
●
－
h
U

l

　

●

　

9

1

　

●

　

3

科
学
技
術
庁
資
源
調
査
会
編

「
三
和
禰
日
本
食
品
標
準
成

分
表
」
よ
り

私
た
ち
は
毎
日
の
食
生
活
で
、
ど
の

く
ら
い
の
食
塩
を
と
っ
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

庫
生
省
は
「
瑚
態
と
し
て
は
一
口
7

グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
で
す
が
、
急
に
淡
泊
な

味
に
す
る
と
い
う
の
も
無
理
で
し
ょ
う

か
ら
、
少
な
く
と
も
1
0
グ
ラ
ム
を
一
誌

の
目
安
に
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
」
と
希
っ
て
い
ま
す
。

叢
1
0
月
は
「
食
生
活
改
善
普
及
運
動
月

間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
宅
の

食
卓
の
「
塩
分
再
点
検
」
を
し
て
く
だ

さ
い
。
恐
ろ
し
い
成
人
病
か
ら
、
大
切

な
ご
家
族
を
守
る
た
め
に
　
－
。
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水
車
（
つ
づ
き
）

調
号
で
は
水
草
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
弛
し
た
が
、
今
、
古
文
雷
に
よ
る
水

車
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
解
説
し
て
み

よ
う
。岡

邪
宗
社
誼
（
広
漠
の
神
宮
で
あ
っ

た
松
本
久
蔭
と
云
う
人
の
聾
）
を
記
し

餐
水
と
は
灘
漑
用
水
の
葱
で
あ
る
。

水
車
御
国
元
に
て
始
め
て
造
れ
る
は

広
渡
村
大
工
石
播
小
七
と
云
ふ
も
の

也
。
そ
れ
よ
り
し
て
村
々
へ
弘
ま
り
道

々
郁
々
に
も
是
を
用
ふ
る
こ
と
に
な
れ

り
。
那
珂
郡
粕
屋
郡
等
に
は
寛
政
、
文

化
の
頃
に
至
り
当
部
の
古
き
軒
を
求
め

既
製
服
が

選
び
や
す
く
な
り
ま
し
た

サ
イ
ズ
表
示
を

J
I
S
で
統
一

㊤

み
な
さ
ん
の
参
考
に

供
し
た
い
。

最
前
は
田
方
饗
水

も
釣
桶
と
云
ふ
も
の

を
用
ひ
て
汲
み
げ
ろ

握
の
迂
遠
な
る
こ
と

な
れ
ば
卓
越
の
年
柄

に
は
行
届
き
が
た
く

日
額
（
日
や
け
）
し

け
る
を
宝
属
年
中
、

上
方
よ
り
水
車
と
云

ふ
も
の
を
当
郷
に
始

て
疎
水
の
便
と
す
。

両
部
に
て
水
車
製

作
の
道
、
大
工
も
又

く
わ
し
か
ら
ず
、
前

々
造
り
出
す
と
も
水

あ
高
－
∴
－
重
あ

上
り
宜
し
か
ら
ず
、

踏
廻
し
に
く
さ
と

云。
今
毅
に
こ
の
文
を

見
る
に
、
当
地
方
は

か
な
り
裕
福
で
あ
っ

た
村
で
あ
っ
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。

め
て
下
し
是
を
用
ひ
て
餐
水
を
田
方
に

汲
入
れ
げ
ろ
故
に
自
由
は
る
こ
と
釣
桶

に
は
十
倍
せ
り
。

さ
れ
ど
も
又
、
右
の
草
一
挺
の
作
科

は
釣
桶
に
は
百
倍
せ
り
。
か
様
の
類

挙
げ
て
か
ぞ
え
難
し
。
英
一
を
こ
こ
に

絶
し
古
今
を
論
ふ
の
み
。

即
ち
余
り
に
も
高
価
な
も
の
で
あ
る

か
ら
手
も
足
も
出
な
い
。
但
し
参
考
の

た
め
記
す
る
だ
け
の
調
で
あ
る
。

さ
て
的
謁
釣
桶
は
現
今
で
は
蓮
根
掘

り
の
陳
の
水
の
吸
出
や
、
ど
べ
竣
え
は

転
用
し
て
い
る
が
以
約
は
樋
に
純
を
つ

け
二
本
ず
つ
二
人
で
も
ち
水
を
く
み
上

げ
る
。
取
り
柄
、
ふ
り
つ
る
べ
と
も
い

わ
れ
た
。

※
前
文
に
宝
暦
年
中
と
あ
る
が
高
価

な
る
た
め
実
際
普
及
し
た
の
は
前
号
に

話
し
た
如
く
安
永
の
頃
で
あ
る
。

（
吉
野
　
千
年
）

背
広
や
婦
人
服
、
子
供
用
衣
類
な
ど
既
製
服
の
「
サ
イ
．
ス
表
示
」
が
、

I
I
S
（
日
本
工
業
規
格
）
で
統
一
さ
れ
、
早
い
も
の
は
こ
の
秋
も
の
衣

類
か
ら
．
新
萎
不
．
で
お
目
見
え
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
「
サ
イ
ズ
表
示
」
は
、
着
る
人
の
体
の
寸
法
で
表
す
「
身
体
寸

法
方
式
」
を
基
本
と
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
で
き
あ
が
っ
た
衣
料
品
の
寸

法
で
表
示
し
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
、
例
え
ば
．
ス
ボ
ン
の
ま
た
下
丈

ス
リ
ッ
プ
の
丈
な
ど
に
つ
い
て
は
「
基
本
衣
料
寸
法
」
が
補
助
的
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
塞
不
は
、
以
上
の
二
通
り
の
寸
法
を
、
メ
ー
カ
ー
が
マ
テ

マ
テ
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
同
じ
記
号
で
も
胴
周
り
や
丈
が

違
う
こ
と
な
ど
か
ら
、
自
分
の
体
に
合
っ
た
衣
服
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
　
－
　
と
い
っ
た
消
費
者
の
苦
悩
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
原
則
と
し
て
サ
イ
ズ
は
「
身
体
寸
法
方
式
」
で
統
一
さ
れ
ま
す
の

で
、
自
分
の
体
の
サ
イ
ズ
さ
え
覚
え
て
お
け
ば
、
従
来
よ
り
既
製
服
は
ず

い
ぶ
ん
選
び
や
す
く
な
り
ま
す
。

Y
…
…
や
せ
型

A
‥
‥
普
通
の
体
型

B
…
・
・
太
め
型

サ
イ
ズ
の
表
示
は
、
衣
類
の
．
牲

櫓
●
な
ど
に
よ
り
、
次
の
四
つ
が
用
い

ら
れ
ま
す
。
呼
び
名
は
身
技
が
中
心
に

な
り
ま
す
。

①
フ
ィ
ッ
ト
性
を
必
要
と
す
る
も
の

（
コ
ー
ト
、
ド
レ
ス
、
上
着
類
な
ど
）

身
長
、
瞬
間
の
数

字
で
表
す
単
数
表
示

と
体
型
区
分
を
組
み

合
わ
せ
て
表
示
さ
れ

ます。

乳
幼
児
用
衣
類

（
お
お
む
ね
0
～
3
歳
）

こ
れ
ま
で
の
表
示
方
法
は
、
月
齢
や

年
齢
に
よ
る
　
「
何
カ
月
用
」
　
「
何
歳

用
」
と
い
う
形
式
の
も
の
が
多
く
、
そ

の
た
め
体
の
大
き
い
乳
幼
児
に
は
一
歳

く
り
上
げ
た
も
の
を
購
入
す
る
な
ど
、

あ
ま
り
よ
い
目
安
と
は
い
え
ま
せ
ん
で

した。新
表
示
は
、
身
長
へ
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
と
体
重
（
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
明
話

さ
れ
、
身
長
の
数
値
を
も
っ
て
そ
の
サ

イ
．
ス
の
呼
び
名
と
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
身

長
5
0
セ
ン
チ
、
体

重
4
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
場
合
は
、
乳
幼

児
衣
類
の
．
5
0
．

と
呼
ば
れ
ま
す
。

③
フ
ィ
ッ
ト
性
を
あ
ま
り
必
要
と
し

な
い
も
の
（
セ
ー
タ
ー
、
カ
ー
デ
ィ
ガ

ン
、
ね
ま
き
類
）

「
身
長
線
－
鈍
」
な
ど
の
よ
う
に
、

「
身
長
」
　
「
胸
囲
」
　
「
胴
囲
」
の
い
ず

れ
か
を
一
定
の
幅
で
表
す
「
範
囲
表
示

」
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

少
年
・
少
女
用
衣
類

（
お
お
む
ね
3
～
1
8
歳
）

体
に
ぴ
っ
た
り
す
る
．
フ
ィ
　
ッ
ト

挫
，
を
考
え
て
、
胸
囲
と
胴
関
の
磐
の

大
小
に
よ
る
三
つ
の
「
体
型
区
分
」
を

設
け
て
い
ま
す
。

⑪
ブ
ラ
ウ
ス
、
シ
ャ
ツ
類

「
胸
囲
」
を
表
す
単
数
表
示
と
範
囲

表
示
の
ど
ち
ら
か
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

④
ズ
ボ
ン
、
ス
カ
ー
ト
類

「
身
長
」
　
「
胴
囲
」
を
表
す
単
数
表

示
と
体
型
区
分
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

表
示
の
ど
ち
ら
か
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
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▽　▽　▽

時　場　期

間　所　日

10月分　し尿くみ取り予定表
‾てみ 取り口 �大型車くみ取り地区 � 

1（水） �西町、木守 �忠生津、上別府 

2　（木） �東町 �木守、広渡 

3　（金） �虫生津 �境涯、松の木 

4　（土） � �若松、尾崎 

6　（月） � �月2回くみ取り家庭 

14（火） � � 

15（水） �旧任 �＿星塑＿＿ 

16（木） � �別府、上別腐（商家、花園一都） 

17（金） � �千代丸、小鳥掛、別府（高瀬） 

18（土） � � 

20（月） �鬼津、道管 � 

21（火） �新町 � 

22（水） � �月2回くみ取り家庭 

23（木） �新町 � 

24（金） �新町 � 

25（土） �部） � 

27（月） �別府 � 

28（火） � � 

29（水） � �老良 

30（木） �〃 �今古賀、島津 

31（金） �渋木 � 

国勢調査明る　いわが家の名がならぶ

婦
人
検
診
（
も
れ
者
）

7
月
よ
り
行
っ
て
き
ま
し
た
婦
人
検

診
も
今
回
が
最
後
で
す
。
ま
だ
、
受
診

さ
れ
て
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

受
け
て
下
さ
い
。

▽
期
　
日
　
9
月
2
8
日
（
日
）

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
時
　
間
　
9
時
～
n
時
3
0
分

1
3
時
3
0
分
～
鳩
時
0
0
分

▽
対
象
者
　
1
8
歳
～
餌
蔵
の
女
性
で
各

地
区
巡
回
時
に
受
診
し
て

な
い
人
。

妊
　
婦
　
相
　
戦

▽
期
　
日
　
1
0
月
9
日

∇
時
　
間
　
0
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。

▽
内
∴
容
　
産
師
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操
、
母
子
手
帳
交

付

乳

児

健

康

診

査

∇
対
象
者

▽
内
∴
容

▽
持
参
品

▽
そ
の
他

※
な
お
、

す。三

検
査
　
1
3
時
0
0
分
か
ら

生
後
1
3
カ
月
ま
で
の
乳
幼

児身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察

母
子
手
般

乳
幼
児
の
身
体
発
育
の
状

態
の
わ
か
る
人
が
、
つ
れ

て
来
て
下
さ
い
。

今
月
の
乳
児
相
談
は
休
み
ま

謡
　
混
　
合

∇
接
種
方
法

〇
第
1
期

。
第
2
期

▽
そ
の
他

▽
持
参
品

に
終
了
し
て
下
さ
い
。

4
回
の
内
い
ず
れ
か
3

回
接
種

1
回
の
内
い
ず
れ
か
1

回
接
謹

生
後
4
8
カ
月
以
上
の
幼
児

は
二
種
混
合
で
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

母
子
手
帳
、
問
診
票

ゴ

ミ

収

集

▽
接
種
日
及
び
問
診
票
配
付
日

1
0
月
1
7
日
（
金
）

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

受
付
　
1
3
帽
子
（
1
4
時

▽
場
　
所

▽
時
　
間

▽
対
象
者

〇
第
1
期

。
第
2
期

▽
注
　
意

中
央
公
民
館
（
役
場
繊
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
漣
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

生
後
2
4
～
4
8
カ
月
の
幼

児第
1
剃
終
了
後
1
2
－
1
8

カ
月
経
過
の
幼
児

第
l
期
は
第
2
期
と
の
関

係
上
、
生
後
3
5
カ
月
ま
で
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∇　▽

対掲
象
者所

も　の　言　わ　ぬ　数字　が　も　の　言　う　国　勢調　査

灘
の
闇
に
、
6
週
間
以
上

の
間
隔
を
お
い
て
2
回
故

事

▽
持
参
品
i
　
母
子
手
帳
、
問
診
葉

▽
注
　
愁
　
1
0
月
1
日
に
三
種
混
合
を

接
種
し
た
場
合
は
、
1
0
月

7
日
の
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ

ン
は
投
与
で
き
ま
せ
ん
。

冒
ガ
ン
検
診

⑱
申
込
み

1
0
月
3
日

（金）

▽
期
　
日
　
1
0
月
3
日
（
金
）

▽
場
所
及
び
時
間

尾
崎
公
民
館
　
9
時
5
0
分

～
Ⅱ
時
0
0
分

東
山
公
民
館
　
1
3
時
、
・
1
5

時

▽
対
象
者
　
統
裁
以
上
の
人

▽
検
診
内
容。

検
尿
　
o
血
圧
測
定

。
問
診
。
血
色
素
検
査

ポ
リ
オ
　
（
急
性
灰
白
鍵
炎
）

▽
接
頭
日
及
び
問
診
票
商
付
目

▽
場
　
所

▽
受
付
日

▽
定
　
員

▽
費
　
用

▽
そ
の
他

㊨
検
　
診

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

役
場
保
秘
術
生
係
窓
口

1
0
月
1
4
日
（
火
）
か
ら

00名
一
千
円

印
鑑
が
な
い
と
申
込
み
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

1
0
月
2
7
日
、
1
0
月
2
9
日

受
付
　
8
時
4
0
分
－
1
0
時

50分

検
査
　
9
時
か
ら

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

1
0
月
6
日

（月）

0
1
3
時
0
0
分
－
1
5
時

別
肘
公
民
館

0
9
時
5
0
分
－
日
時

浅
木
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

〇
日
唾
5
0
分
－
1
2
時

老
良
公
民
館

0
1
3
時
0
0
分
－
1
5
時

役
場
車
庫
前

不
用
犬
引
取
り
ま
す

0
1
0
時
－
Ⅱ
時
3
0
分

広
漠
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

0
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

木
守
公
民
館

し
ょ
う
。
町
指
定
の
．
コ
ミ
袋
は
、
各
地

区
の
取
扱
い
者
か
ら
一
枚
九
円
（
2
0
枚

単
伽
）
　
で
購
入
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
役
場
で
も
ー
的
枚
単
相
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

㊥
印
指
定
の
ゴ
ミ
袋
畷
扱
い
者

懐
旧
旦
－
問
診
噛
付
同

9
月
0
0
日
～
m
月
6
日

狂
犬
病
予
防
接
種

▽
日
時
及
び
場
所

▽
時
　
間

∇
接
諦
方
法

脅
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

中
央
公
民
館
（
役
場
櫛
）

生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月
未

満
の
乳
幼
児

生
後
3
カ
月
－
4
8
カ
月
末

1
0
月
1
日

（水）

1
0
月
2
日

（木）

0
1
0
時
～
n
時
5
0
分

鬼
津
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

0
1
3
時
0
0
分
－
1
5
時

今
古
賀
公
民
館

0
1
0
時
－
日
時
0
0
分

虫
生
津
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

∇
料
∴
金
　
一
千
円

▽
そ
の
他
　
　
今
年
の
春
に
語
録
を
し

て
い
な
い
犬
は
登
録
料

二
千
円
が
必
要
で
す
。

住
み
よ
い
町
づ
く
り

は
ま
ず
ゴ
ミ
袋
か
ら

安
く
、
強
く
、
美
し
い
、
三
拍
子
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10月上期の遠賀町主要行事

日i唖 ��行事内容車間 ��実施会場 �担当課（係）名 �目的及び主な対象等 �備　考 

国勢調査） �� �庶　務∴疎 �町民の方すべてが対魚で す。 卸協力下さい。 � 

三融合予防注射中一14：00 ��中央公民館 �住　民　課 �生後　uヶ月一48ケ月児 �詳細は 8ページ 

i �i狂犬病予防注射 � �兜津公民館 今古賀公民館 �住　民　課 �l 町内の飼い犬 �詳細は 9ページ 

「： ��寸言言‾謡防注射庸二諾 ��虫生津公民館 別府公民館 

3金 i ��狂犬　病　予　防　注　射 � �浅木公民館 

老良公民館 

役場愛車麿前 

老　人　検　診庸二諾 ��尾崎公民館 東町公民館 �iTT言「 �満65歳以上の人 �詳細は 9ページ 

定例体育鮒萎貴会中一 ��中央公民館 �社会教育課 � � 

Si日 ��認諾運動会19‥00－ ��各学校 　グランド �学　務　課 � �i 

狂犬病予防注射庸二諾3 ��広漠公民館 木守公民館 �住　民　課 �町内の飼い犬 �詳細は －9ページ 

定例区長会車30－ ��役場 鏡2全輪室 �庶　務　露 � � 

火 � � �中央公民館 �住　民　課 �生後 3ケ月－48ケ月未満児 �詳細は 9ページ 

19：30－－ �広渡小学校 体育館 �社会教育課 � � 

9 �木 �老人大学串：30－ ��中央公民館 �〃 �中間・遠賀老人大学院生 � 
妊　婦　相　中00 ��役場保種室 �住　民　課 �妊　産　婦 �詳細は 8ページ 

言 ��町民体育串：00－ ��遠賀中学校 �社会教育課 �遠墳町全町民を対象 � 

12i日 ��第2回ゲートボール大会上：00－ ��広漠小学授 �〃 �〔主催〕遠賀町体育協会 〔後援〕老人クラブ連合会 � 

13 �月 �憩。警合同相中00－15：00 ��遠賀町公民館 別　館 �庶∴務課 福祉課 �相談下さい。 �詳細は 3ページ 

新入学腫健康診断直読， ��中央公民館 �学　務　課 �昭和56年度入学予定児童 �詳細は 4ページ 

14　火 �� �19：30・－ �広渡小学校 体育館 �社会教育課 � � 

胃ガン検診申込受付i8：30－ ��役場 保健衛生係 �住　民　課 �ります、 �詳細は 9ページ 

今　を　知　り　未来　を　ひ　ろ　く　国　勢璃査


